巧話とアフターサービス (おずお読みください) 


HITACHI 


■保郭書（別ミお） 

イ呆証書は、おず r お買い上げ曰.版売店名 J などの記 
入をお®かめのラえ> 販売店から受け取つでいただ 
を、巧容をよくお読みのあと、大切にななしてくだ 
でい。 . 

♦巧証巧間はお買い上げ曰か51年です。 

ぷただし、消耗部品は保証期間巧でちち料とごせて 
いたださます。 

■補修用性能部品の保有期間 

当巧はク、ッキングヒーター （ IH コンビタイプ）の浦修 
用性能部品の巧有期間は，裝造巧ち切りを已年でず。 
•補惊用性能部品とは、その商品の巧能を維持ずる 
ために必要な部品です。 

■ご不明な点や修理に関ずるご相談は 

修理に関ずるご巧謀並びにご不おな点は> お買い上 
げの販売店または別お「ご巧談窓□一お表」の窓口に 
お問い合わせください。 


■修理料金の仕組み 

巧巧お金=巧の巧+巧品代+出お料 


巧術料 

巧盾した巧虽を正巧に该なするための料をです。 
巧楠ちの人件,、巧の巧肯費1斯ちなお等む巧 
»、一指ち理■等がをまれています。 


部品巧 

巧巧に巧用した記品化金でず。その他は巧に巧 
巧する班け等をさむ巧台をち0ます。 


出張料 

巧品のある巧巧へはあちをお3■ずるな台の《吊 
です。巧をおま巧ををいただ合びありまず。 


■修理を依頼されるときは [ mm ] 
r こんなとをは」 （36 ページ）に巧つて譚ベていただ 
を.なお異常のあるとをはご梗用を中止し、専巧回 
招のプレーカーを切 D . お買い上げの販责店に修理 
をご巧賴< ださし、。 

♦保理巧巧中は 

修理に際しましてはが証害をこ提示くだでし、。 
保証重の規定になって、お壳店び修 a さだていた 
ださます。 


[ご連巧していただをたい内容) 


品 を 

曰でクッキングヒーター （ IHD ンビタイフ） 

お 式 

HT —32 CB 

お頁い上げ曰 

年月 曰 

巧盾の状況 

できるだけ具体的に 

ご住巧 

巧巧の目げ等ち巧巧てお巧日せくだごい 

お名前 


巧話を号 


訪問ご巧望 B 



•巧溫巧巧が涅ぞているとまは 

修涅すれば使用できる場合は、ごを望により修理 
させてしげこださす。 


■ごお居されるときは 

ご転居によりお買い上げの販売店のアフターサービ 
スび受け60ない場合は.前むって販売店にご相談 
<ださい。 



★長年ご使用のクッキングヒ-ターの就飯 f 


ご巧用の原 
このぶラなこ 
とはあ0ませ 
んか。 

•スイッチを乂打てをヒーターが作かしな 
いときびある。 

•こげぐごい臭いびしにり、運拉巧に巧巧 
な音がする。 

•その他の異巧で故巧びある。 

► 

お巧い 

巧 W やま化防止のため1巧用 
回路の プレーカー を切0、お 
»し、上げの版巧巧にご産始< 
ださい。な榜‘修埋について 
の巧巧など詳しいことは1巧 
売巧にご巧巧 < だごい。 


曰立クッキングヒーター （ IH コンビタイプ） 

巧扱説明書•料理集 

HT-32CB お I 家庭 用 I 



巧す会社日立空調システム 

テ 101-0041 巧巧巧干れ旧2巧田須田町 1- 巧一2 
{乂木巧巧巧ビル） 
ms (拍)巧巧一7201 


巧す会社曰立ホームテ ックノ 巧式をな曰立製作所 


T 105-8430 Ji 巧配き医西巧« 2-巧-12 
B 巧 103)3 胡トリ11 


于1お一8430 g 巧巧港区田巧橘2-巧 -12 
«JS (03^3502-2111 


このたびは日立クッキングヒーターをお買い上げいただき、まことにありびとうござしほした。 
この取扱説明里をお読みになり、正しくお使いくださし、。 

お読みになったあとは、設置工事説明害、お証ま，ご相談窓□一廣表とともに大切に巧存して 
くださし、。 


NM 214035 -01 2001 -09<0C-M) 





么 5 kW の八イ/巧一圆ヒーターとアルミ銅•麵銅などが使える 
クイックラジエン!^ヒーターでスピーデイーに調理しまず。 


ち<じ 


《ご使用の前に》 


八イパワー励ヒーター（ちヒーター） 

炎を出さず、高な率で立ち上がりが早い A イバワー 2.5 kW の高义力。 

揚げ物温度コント□-ル巧菌。 

クイックラジエントヒーター（をヒーター） 

おか巧に垣れ、立ち上が D び早ぐ、とろ义料理ち得意。 

据を遇げず手巧に調理。 

片面規定白動ロースター 

食巧を入れて、自動調理メニュー（け I 焼き J 「切身•ひもの J ) を選んで詞 S をスタート、マイ〕ソが 
食巧に合った乂弧读をコント □ー ルします。（片面の娩を上がりと調理の終了をおがらせします。） 


圃加蘇の原理 


ををのために必ずお守りください . 4 

各部のなまえとはたらき . 8 

使える鍋について . 10 


鉄系巧-^ 


r h-yy 

《使いかた》 


つずち前 m — 

■ — M 

三が磕が蝴 

f ブレ-卜 

£_ L 

ちヒーターの 使い かた . 

. . 12 


加教コイル 


-^••••1 ]••••%— 

心—一 


ほ巧括 


ぷ]ィルに里流を流すと抵力巧が発ま.このあ力なのみに 
教系の巧を g くとラず巧流が発ちし、巧贡括巧によつて 
巧目巧が発な。 


•ちヒーターを使った調理例 

左ヒーターの使いかた . 

•左ヒーターを使った調理例 

揚げる . 

•調理例 . 


14 

16 

18 

20 

22 


□-スターの 巧いかた 


24 


<便巧な傑能びいろいろ〉 

■ぉ手入打ヵンタン •テフ □ゾ クリアコートトッププレート•□■•■スタードアガラス 

•煮込み料理に巧利な IS 巧タイスー 

♦ホなのあるうちは、高温を意ランプを点巧してお知らせ 百ま注き巧 示 
•使いやすい配担で、お手入れちカンタン フラット操作/《ネル 
♦ムタなち力をカット 待な消費ちカゼ □ 


* テフ n ゾはデュポン社のき贸商得です。 


標準計星カップ.スプーンの質量表(単位良) 


この取巧說巧まに巧用しでし巧計*カツフ•スブ-ンの 質產は 表のとおりでず。 (ImL-lcc) 


計 fi ’ 

食品を 〜 

ルさじ 
(5mL) 

大さじ 

(15mL) 

カップ 

{200mL) 

\\ 計最 

島品名 

小さじ 

(SmlJ 

大さじ 

(15mL) 

カップ 

(200mL) 

水 . 巧.牛乳 

5 

15 

200 

トマトケチヤツフ 

6 

18 

240 

しょうゆ • みりん•みそ 

6 

18 

230 

迪 "K 夕一•ラード 

4 

13 

180 

食お 

己 

1 已 

210 

片栗が - 巧巧 ( 上白糖） 

3 

9 

110 

小麦巧（寿力巧） 

3 

8 

100 

だし汁 

己 

15 

200 


この取巧説明書に泻おされてぃる料理例の火力および時間などは目までず。 
〈お願い〉巧の種巧.お巧.な質,またが料の童により、义力等が異なつてをまずので' 

巧巧のをみ具合に応じて、乂力や時閣を韵節してくださぃ。 

※調理例で巧用している写寅は、須理をに盛0つけたものです。 


3 



•自動調理 . 24 

•自動調理例と加熱時間の目ま . 2巨 

•手動調 S . 28 

•手動調理例 . 30 

《長くお使いいただくために》 

お手入れ . 32 

こんなとさは . 36 

仕 様 . 39 

各ヒーターの同時使巧の絹み合わせ例…39 
巧詔とアフターヴービス . 裏表紙 























安全のためがずお守り < だをい 


絵表示について 

このの圾説巧»および製品への表示では，製品を安全に 
正しくお使いいただを，あなたや化の入々への危害や財 
産への損害をホおに防止するにめにいろいろな給表示を 
しています。 

その表示と意巧は;欠のよラになつています。‘ 

内容をよく確認してから本文をお読みくだごい。 


この表示をぉ視して誤った取0巧いをする 
告と.人が死亡または重巧を負う可能性が想 
定ごれるの容を示しでいます。 


A ミ主意 


この表示を無巧しで誤った取り®いをする 
と、人び復害を負ラ可能性が巧おごれる巧 
容および物的損害のみの発生び想定される 
内容を示します。 



巧造はしない /<^ 

ち巧技術ちなかの人は、お巧に分解したり、 

修理を行わない 3ぉが: 

义巧-感逗.けり佩原因 
修®はお買い上げの販売 
巧まには別紙「ご巧設窓 
口一お表 J の窓口にご相 
談ください。 


k 柏陆;が’刪顧10 




アースを巧実に取りがける 

巧障.漏逗による感馬の原因 

アースのあ D 巧けはお買い上げの販売店に 

ご相談くださし、。 

コードやプラグがなんでいた D 、 コンセン 
卜の差し込みびゆるいとをは使巧しない 

あ覃- シヨー ト-発火の原因 

プラグはコンセントの巧までしっかり差し込む 

発煙-义がの原因 


プラグの巧や巧の取付が分にほこりが付ち 
している場合はよく巧く 

乂がの原因 

めれに手でフラグの巧さ着しをしない 

巧衝の原因 


コードをなつけた0,加工したり、無理に 
巧げたり、引っおつたり、ねじったり、た 
ばねた0、商温部に近づけたり、まいもの 
をのせたり、はさみ込んだ0しない 

火災の原因 


揚げ物黃理やは本化か弓がれない 

义がの原因 片"。、 



ホ睐 W 棚ぉ麵那山 、胃 

Mili 


;!■! 必ずちヒーターの揚げ物温度コン j トロールを使用し、 
巧おの天ぶら街で調理してください。 

細畑ホ500巨 （0.5 日 L) 未済では抱巧に調理し:ないで 
.くださし、。巧置は巳0曰宜 （0.5 巳 L) 〜800写【0.9し） 

：i の範囲で使用してください。 

J 銷び違ったり油の分呈がかないと、油び超熱して爲义 
：；する恐れびあ0ます。 

■:また巧の巧重びをすざると，あふれてやけどや义ぷの 
；：原因になります。 

1♦調理中その場を啤 fl るとさや調理をは. • おず空源を切 
i り、細をトップブレートか日おろしてください。 
i 逗源を切コたを!お!館検 f ) ず。 

使用をは里想を切る A 

乂災の原因 W 

長期不巧のとさは、専用回路のブレーカーを切つて 
<ださい。 


※この機器は-■般家庭用でず。業務用には使用しないでください。 


絵表示の例 


A 


この記号は注意(盾;お' 巧告をさむ）をこの記号は禁止の行荷であることを告この記号は巧をを強制したり指示ミを 
捉す内容があることををげるらのです。げる6のです。図の中や巧おに具巧的内容を告げるちのでず。図の中やぶ傍 
図の中ゃ巧陌に具体的なを意内容が巧な禁止内容びおかれています。 に具体的な指示内容が描か打ています。 
かれています。 


A 警告 


本な:にかをかけない 

感單.ショート-発义の原因 


兵 1 


子供だけで巧用さだた0、現め巧に曲れさせない 

感覃-やけど • けがの原因 


トッププレートの上に乗ったり、物を落と 
したり、街 g を加えない 

水め n » 止万一ひびが入った0割 II 

n た場合、そのまま巧 1 (/) 

用するとおおや異常動 わ I / A / y _ 
作、巧巧の原因 
n 巧固敞)プレ-力- 
を切り、すく’に觸を 

巧頼してください。^丽豐川'繼 


トッフブレートの上に巧を我だない A 

乂ぶやな招の原因 V 

下記の物は特にを患してください。 

参可燃物や引义物（，ふきん'お•アルミホイル'油など） 
♦磁気の影巧を受けやすいをの 
•キャッシュカード，磁気テーフ、自致!巧札用を期を 
時計、ラジオなど 


吸^ 


の-排巧□やずを間にピンやか金などの 
を巧物等、異巧を入れない 

感蛋や異巧動作によるけびの原因 


力ーテンなどの可燃物を近づけない 

义がの原因 


\ f ^ 














を全のため必ずお守りください（つづき) 


巧用中や使用をしば5<は各部巧に巧れない 

高温のためやけどの原因 
巧に巧をおろした直をは、トップフレートなどが 
なくなっているにめ、手をおれないでくだごい。 
(トッププレートや□ースターび巧し化离おを意表 
示で巧らせます。） 


A ミち意 


接曲接止 


化の器具（ガスコン □) であらかじめ加熟 
した巧を使わない 

揚げ顿届度コントロールび正しく働ひず、異常 
眉恐.発乂の原因 


調理むがの巧途に使用しない 


义が-化障の原因 


0 



，む度用ぺースメーカーをご毎用の方は、本 
巧品のご巧巧にあたって医師とよ<ご巧談 
ぐださい 

本製品の動作びベースメーカーに影巧をちえるこ 
とびあります。（ちヒーターの場合） . 


本な前方の前に巧を届かない 

火災の原因 


义気を近づけない 

感單-焉运の原因 


0 

0 


巧煙び多<出た5巧源を切る 

ミ由び高おになっているので、続けて加なすると 
発火-义がの原因 


巧は不を定な状態で使用しない 

不安定な巧族のまま使用すると、本体の損保や 
おの落下によ0やけどやけびの原因 



〇 

0 


吸.巧巧口を巧やふきん’タオルなどで 
ふさがない 

义がの原因 


不を定な場所やおに弱い教巧上では使巧 
しない 

担び滑0落ち.内容物びこぼ打て 
やけどやけが-発义の原因 



0 


0 


卜勺ブプレートの上に直接を巧を載せて 
巧巧しない 

発义-異常お作の原因 

トッフフレートにしよラゆ，砂糖、化学調味科 
などを付着ごせると、黒 < こげ巧を、柏損する 
場合があります。 


0 


錫-巧のとってなどの高温部に巧れない 

やけどの原因 

0 

餅煤止 

巧の下に巧などを數かない 

销の熟で化び焦げた0、発火-異常動作の原因 

Q 

生詰やアルミをなど、巧 IU かのちのを 
載だない 

破裂した0ホ熟して.やけどやけびの原因 

0 


ifill 


切•継:お補 

整进醜迸!！!1!截段彎^ 



' A ま意 

獄ず物調理中は、飛び散る細こを意ずる 

やけどの願 

が要な上の加おや空だきをしない 

遏熱により調埋物の発火•やけどの原因、结や V V 

1トッププレートの破損の巧れ 

□-スターはかず到皿に水を入れて使用 
ずる 

义がの原因 

《•続けて括用するときは、受皿にたまつた油を捨て、 

巧れををれしりこ落としてから水を入れてくだごい。 

□—スター使用中に韵巧物が発煙‘発火 
したときは、ずぐに職を切り、巧が消 
えるまで□—スタードアを開けない 

□ースタードアを開けると空気び入り，巧び大 
さ<なる原因 

□-スター使巧中は本ホからおれない / C \ 

調理物が発乂する恐む 

策本体か581れるとをは、必ず坚源を切つて 
くださし、 

心 

お手入れは本ががぶえてから行ラ 

やけどの彌 

J 


{ 口ースターを使用するとを 

使用中や巧用をの□—スタ-ドア（ガラス） 

に水をかけない 

高温になっているところに水をひけると割〇るこ 
とびありまず。 

黄皿には水 W かのもの（例えばグリル石）を / C>i 
入れて巧巧しない 

油がお熱し、発煙■発火する恐むがあります。 

□-スタードアを持って巧いよく引き出し/0\ 
た日、持ち上げなが5引を出したりしない Vjy 

□-スタードアや受皿’保巧などびる下して、け 
が.やけどをした 0、 破損の原因にな0ます。 

口ースターの巧巧や受四は、魚などの巧が 
たまらなし、よう使用の都度掃除をし定期 
的にお手入れをずる 

义ぶの原因 

夕続けて博用するとをは、受田]にたまつた油を捨て、 

巧れをされいに落としてびら水を入れて < ださし、。 


f お 願し、 

ちヒーターは巧力結が出ているため、巧気に弱いちのを巧づけない。 

0 

参ラジオ • テレビなど（雑音の原因） - 

•キャッシュカード.磁寅テーフ’自動な化用を巧券など（記植び消える原因） 



本体の下に可燃巧（紙•アルミホイル•テースレク□ス等）を巧し、たり S し、たりしない 

発火-义がの原因 


0 














各部のなまえとはた 6 を 


高温ミち意ランプ- 


をヒー ター (2,000 W ) 

(クイックラジェントヒータ ー) 

※巧4抄をにホ熱します。 


トッププレート. 
□ー スター ドァ- 


排気力 K - 

■中に吸気口と巧覇□びあります。 
排気加、らは熱風り地ます。 

ちヒータ ー( ミ 5 0日 W ; 

り、イバワ ー IH ヒータ ー) 

I - 凸 マー ク (4 ヶ巧） 

■目の不自由なちが. 
S をヒ-夕-の中央 
に星くための敗です。 




ロースター り ,200 W )- 

(シーズヒーター） 


電源スイッチ 


部品め交換罐加購入 


吕 ocn 年7月屏在 


ザ部品も:;:; 

孤思番号. 

岳里か売価巧 

天ぶら巧 

HT - N 3 Q 

2.日00円(税別） 


ホぷ5琴乂が属吊） 

揚げ巧調巧をずるとさに 
^ 使います。 

ぷ揚げ物調理 L ゴがでは， 
使用しないでくださし、。 

を品巧を法の含をにちさ 


ま全機能について 


遏熱防止機能 


■ ル物巧ミ日機能(ちヒーター） ■ 


の.‘排気□がふさがれていたり.して、本がや口ースターが 
異苗に亩為になったひ.またちヒーター巧用中に巧底の溫 
度が異常に上がると通ちを停止します。 

>ブヴーぴぉ〇,時国表示ランプ t エラー麦示をしてお巧日せします。 


誤ってナイフやフォークなどのを属ル物や.直涅占咐11 cmiy 下 
の巧を直いて r 入 J にずると、义力ま示ランフび4恒づつ交互に 
点なし、約30巧をブザーが巧り、通巧を径止します。 

参か撇制たきは輔に、ぶ齡る齡肺りますのでこな意くださし、 


本が巧巧が 
異箱遇なした場合 

巧底温度が 
異常泻蘇した場含 

□—スターび 
異巧遇熟した場を 


.にが 


岡： 

國圃 


鳳ず物錦そりおミ日機能(ちヒーター) 1 


鍋無し自動停止機能（ちヒータ ー) 


弱巧中にちをおろすとの30巧を、通里を径止しまず。 
——参义力表示ランフび左か5ちに）個づつ順ちりに点口し， 
8 そのをフヴーび宿ってお巧5だします。 


揚げを晶度コントロール巧用時.巧底に巧 2 mm は上のそりがあつた 
り、をおしている巧を使用するとほ蛋を径止ずる場合びありまず。 
•フヴーび鳴0、乂力表巧ランプ好点滅してお®日せしえす。 
■時間表ちランプにエラーま示をしまず。 I 广こ〇 

&ち SI こ累なや柳がこぴ〇コしたときを i く場合び妨ます。ろ 



高湿を意表示【軍源スイッチを r 切 J にしてもまをしまず } 


トップブレートの围度が高温であることをお巧らせします。 
■きヒーターを r 切_!にしたとき.トッププレートの温度が 
巧80に ULh になっていると离涵を意ランフを点巧し. 
高温であることをお®5はしまず。 

逆居スイッチを「切」にしてもま示します。 

トッフフレートの温度びが!日 0 C 末满になると消のします。 


□—スターの温度が島通であることをお巧5だします。 
♦口ースターを r 切 J にしたとを，□ースター内の湿度び 
高い場合は.焼きり、げんランプを点巧し、高温であるこ 
とをお巧6せします。 


切り忘れ防止機能 


左ちヒーター使用時は巧1時間、口ースター（手動詞理)使 
用時はお20分経眉すると、通否を径止しまず。 

■切りをれ防止機能び街くとブヴーが憤ってお巧曰せします。 


おミ日らせ機能（ブザー報知） 


巧のよラなときに，ブザーが阳つてお巧5せしまず。 

•油の温垣が設定温度になつたとさ。 

(揚げ物品度コント□ール使巧時） 

•調理タイマーびが了したとき。 

参口ースターの自動愛理やおよび偉了したとき。 - 

•ちヒーターを乂力 rA イバワ ー J で約15分間使用したとを。 9 







































使える銅について 


■巧の巧質やおがによ0、淀える錫と使えない 
錫びありまずので、お確かめください。 


P ; i 巧;：；. 鍋の 

ネオ質 】 

f だ ヒータ-(クイック ラジ エントヒ—夕~) 巧1 

1 ち ヒーター (IH ヒー ター）巧 1 

■金属誤•超励熟ガラス绳をお使いください。 

■磁石のつをのよい鍋をお使い<ださい。 


■ステンレス、巧.巧ホーロー.街など金巧裝のをの 
参超面なガラス 



♦鉄、鉄ホー □— 、薄な 
•ステンレス （18—0) 
•鉄をステンレスで 
はさんだちの 




〇巧活 

《な石のつさび巧い巧は使用でをない话合があります。 



※ホー□—巧はおず巧な性のちのを使用してください。 

历お性 U 列の巧は、ホー□-が巧けて剥 I 力をちるため、トツフフレートが破損しまず。 


♦巧ち出し巧、±お、直义用魚がさお、 
巧ん超が麻な W のガラス組 


V >参アル S 、 お、±お、が热ガラス 
巧^ん♦巧底にアルミや巧を貼った它の 
^ %参アルミやおをステンレスではさんだちの 



■巧底が平6で、厚みび SmnrlL 义上の 
錫をお培い < ださい。 

■资底の凹みや脚が1 mm 未満の巧 



〇 


1 mm 末滿 


■錯底の平日な部分がトツププレート 
の各ヒーター位置を示ず円がの図お 
と同じ大きさの銷び最適でず：。 

■ちヒ^夕一：錫直サイズ(直径）約 T 2~26 cm 
■ちヒーター：巧底サイス(直径）の19〜 24 cm 


左ヒーターで巧底のかさい巧を巧巧す 
<ごまち> るときは、巧のとってが泉1<なる«合 
びありますのでま患してください。 


参巧風こ巧1 mmliLh の凹凸（そ0や脚）のあるをのや、巧面の厚みが Smrri ホ巧のもの 
•巧底の丸い中ま巧 

参翔をサイブ(直径）がに cm ホ活のものり H ヒータ ー） 



〇 




《遇な防止な能が正常に围扫 W くなり、発煙•発义の原因になりまず。 0 H ヒータ ー) 


10 


结 

占7 Mi 。- 


ちヒ ーター 







もヒ-夕- 


タイマー 

4 1 

■ 1 

巧 

) 6 7 

現 

12 3 4 

巧 

5 6 7 "ィか 

■ 

0— スト左 

■ — ■_ 



’！ 


時閒^ 


ホをださにな5ないようにま窗してください。 を約30担椎ブザーが鳴り表示が消文' ほ星を停止しまず。 



义力表示ランプが7個点なしまず。 I 乂力表示ランプが4個ゴつ交互に点なしまず。 


_ U ~ 

涅巧スイツチを r 入」 I •■ずる。 ヒーター切/入キーをが)1け間巧ず。 


《-ステンレス（18-8、18-10)、多盾錫（クラッド绍）は、巧底の厚みや面镇などにより义力がほ下したり、途中 
で通巧が博止したりして使えない場をがあります。 

&お庭の水巧や;ちれ、異物などは必ず巧を取ってからご使用ください。 

&ちヒーター ( IH ヒーター)をご使用になったとき、巧の種操によつで音（ジー音）が発をずる場合があ口まず。 

これは磁力おによ〇巧自化が振苗!するためで、巧品の異常ではありませんので，そのままご使用ください。 


使える鍋についてのごを意 



終了後は電源を切る。 




































ちヒーターの 使いかた (IH ヒ-夕-) 










































































ちヒーター り 化"~夕-) を使った調理側 



’ I i . が k ’，お,.ふ,*え拥ぉ .4 


編職 ! S 


無、滅爆皆冊'' 

沪筆ご， 

バ|娘’ か.邸ぶ 

>.训’ う》 'がザ • 

' お P 户':裤:;も 


ど一;フステ y . 梁 P 


巧料：呂人巧 840 kcal リ人が》 

牛ステーキ巧【1は扣 180 g のをの） . 2巧 

语•こしよ3 . を 巧苗 

ヴ3ダ巧 . 勉 

にんにくのスライス . 1片 



/铃織旅ヴ巧テー库 !; H 


巧 科： 4人せ 

をびを肉 •••• 4 aog 

玉ねざ . か1眉 

パター••大さじ1も 
パン巧.カツブが 
牛?1^’，大さじ3 

〇巧 . 1ち 

W ち••••かをじ3ム 
ナツメグ ••• 少々 
こしよラ•••み々 


210 kcal(i 人分） 

サラダ油 . 大さじ2 

’トマトケチャップ-大さじ3 
© ウスターソース，大さじ2 
ヴラスソース■大さじ1 

I つけ合わだ J 
フライドポテト 
いんげんのソテー 
にんじんのグラジた 


下ごし5又 


下ごし5え 


I 牛ステーキ肉は巧を切り、程く宙•こしょうを厨面にふ 

コておく。 


I 玉ねぎは.みじん切0にしておく。 

いノースは@ぞ合わせ，ひとちなちさせておく。 


作0かた . 

1 フライバンをヒーターの中巧にのせ、ヒーターを r ス J 
にし、义力ぞ 口 J にする。 

^フライバンび十分に巧くなつたら、ヴラダ巧をなじませ、 
牛ステーキ巧を化べて席走上げる。 

(5 ディアムの巧合、片面吕〇〜30巧程度） 


ひと <ちメ€ 

★巧を巧面は目安でず.田の«巧や s みによってを 
a ラので，お括みじ巧じで巧ぎ時旧を巧宙しで< 
ださい。 

♦■お巧みによ0ブランデーやシエリーち-巧ワイン 
などを*■ふ0かけ、アル： J - ルをとばしでから 
苗0つけると、一巧 a つたステーキが技わそます， 


作りかた . 

I フライバンを ヒータ ーの中巧にのせ、ヒーターを rxj 
にし义力を巧 J にずる。フライパンがあたたまった 
白バターを入れて巧かし、玉ねざを入れ3〜4分かめ，皿 
に広げてさます。 

^ボールに合びき肉-〇-1を入れてよくおせ，ひとまと 
めにして4等分にし、おを担える。 

〇フライバンをヒーターの中央にのは.火力を m にし 
てフライバンを巧し、サラダミ由を入れを巧に広げる。そ 
こに2を入れる。 

かし規ホをがついた6、ときどをフライバンを前をに居 
<ゆずっで A ンバーグを曲かし，巧3かあく。 

4 をし、焼ををがついに日*おし、义力を巧_|にし，ふた 
をして5へで分巧し規きにし中まで义を巧ず。 

5おに盛0,ソース-つけ合わだを巧える。 




lillii ；；. 

★お湯を巧かずときは r バイバワー J をほうと便利でず。 


巧ち： 4乂巧_ 510 kcaln 人分> 


スバゲティ-- 

-•■‘ 300呂 

塩•一‘小さじ Vfe 

ち . 

•••大さじ3 

©巧 糖 ••-小さじ，/3 

牛ひさ巧 • • • ， 

•…300呂 

こしよう•••か々 


トマトソース .1 宙(約300呂）バセ U . か々 

オリ—ブオイル.--大さじ1 
にんにく（巧切り） 1片 


作りかた . 

I 资を ヒーターの 中巧に のせ、ヒ〜ターを r 义 J にし、义力 

を r 3 j 〜 rsj にずる。 

^巧にオリーブオイルとにんに<を乂れ、香りが出るまで 
けめた5牛ひを肉を如えで巧め、トマトソースを加え® 
で巧巧けし、一度煮立ったら乂力を rsj 〜 r 7 j にして 
e —日分ちつめる。 

。大きめの巧にたっぶ0の水 （4 〜日し）を、义力巧 r 7 j で 
巧とうさせ、垣（水■にがして196が目巧）を加え、さら 
に巧とうごせる。 

4济とラしてきた5スパゲティを入れ、ときどをかを混ぜ 
ながらゆであげる。おでつまんでちざってみて、おがか 
し巧っているくらいび目巧。 

S ゆで上びったら手早 < ざるに上げ、水気をきって器に盛り、 
2をかけバセ U を載5す。 

t > とくちメち 

★スパグティは、シ〕シ〕した巧ざわりび太の。 

たっぶりの水を巧い、ゆで上げ時巧を巧ることび 
ポイントです。 

★ トマトソースをべースにしで、お巧みの具を巧います， 

♦^义方の M 節は、巧や水騰により巧なります 。巧巧の 
巧なにちわせで巧節しでください， 
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>ほうれん营はない、巧が太けれぱ根元に十で字の切り込 
みを入むる。 

I しよラゆとだしを合わせて、割0じよラゆを作る A 


作0かた 


I 巧にたっぷりの水-括を入れ、ヒーターの中央にのせ、 
ヒーターを r ス J にし、乂力 r 7 j でがとラさせる。 

2ほうれん草を根元から入れ、巧び满とうした5巧を裏返 
してを早くゆで、冷水にとって、ご5し、水気巧巧る。 

3ほラれん草は 5 cm 長さに切って器に盛り、到りじょラゆ 
をかけ、ホびつおを添える。 


ぉ願 U _ 

•煮込みなどで長時間ご使用時は、ふさこぼれや焦げが 
きにごを意ください。 

•みそミ十やカレーなどを温めなおずときは、弱火でかさ 
混ぜなが5巧ってくだごい。 

ホ強火で堀めると、底にな巧したみそ汁やカレーのルー 
などび巧が巧を上がったり、 巧がなね上がることびおり、 
义なの巧のがあ0まず。 











































をヒーターの® いかた ( クィックラジェントヒーター } 


準 備 


振' 

一門. ぃ曜がお:れ す, 


クイックラジェント ヒーターは 調理中に ヒータ 
—がついた0ミ肖えた D することがあ0まず。 

•高温にな0過ざると後器のな護のため温度調節器び面 
くためです。 


操作のしかた 


巧き.ひもの广弱 


r^i 

なニト 11 ' 


6 7 


加巧如 


トッププレ—卜の 
讀通ミ主意ランプ 


切身•ひもの 


がこり 
0^哥 


切从 


晒 


切7入 


► 


义力の目ま 


表示 

II をれ, 

I , 左ヒーター 

:ちヒーター 

I n ィバ つ一 

— 

2■已〇 0 W 

7 

化 、レ 

2.000 W 

2,000 W 

6 

巧 人 

1 .600 W 

1■己00 W 

5 


1.100 W 

1.100 W 

4 

ザ 人 

800 W 

800 W 

3 


500 W 

500 W 

吕 

巧 人 

300 W 

300 W 

1 

とろ义 

100 W 

10 0 W 巧当 


r / v イパワー_!はちビーターのみでず。 


「ちヒ-夕 - 


弱 

12 3 4 5 

強 

6 7 A が卜 


黄 这 

12 3 4 5 6 7 


ちヒ-さ¬ 


ち 泣 

12 3 4 5 4 7 1 


巧:入 


晒 


巧从 


WA 


慰[1〇3 

1 け 


火力巧節キー 


切 A 


タイマ— as キ— 





各ヒーターの同時使用について 


■このクッキングヒーター 
のをて （3 固巧）のヒータ 
ます。ただし、合計の沿 
をヒーターの义力が上が 
左ヒーターの义力を上げ 
を居止してください 。また 
夕一の义力ち下げて<だ之 
8^ロースターで自をお巧や| 
か5通巧を停止してくだ 


































































下ごしらえ . 

参にんじんは乱切口にし、玉ねぎはくしおに切る。 

• じやがいちはな切りにして水にさ5し、水気をさっておく。 
>巧巧は、程く巧■こしよラをする。 

作0かた…. . 

1 巧をヒーターのみ巧にのせ、ヒーターぞ r 入 J にし，火力 
を r 7 j にする。 

と巧にサラダ油を加えてなし思巧をけめ、巧ににんじん- 
玉ねざ-じやがいをを如えて巧める。 

3水を加え、巧とうした6义力を rsj にし、カレールーを 
况えてかをおせ、麻たたび巧とうしたら途中かき混ぜな 
がら火力 r 3 j ~ nj で 30-40 分煮込む。 

ひと <ちメち 

★じやザいもは煮< ブれしやすいので、大きめのな 
. のりにするか、巧中からのえるよラにすると良い 
でしよラ。 


下ごしらえ . 

>巧はときほぐし、だし汁におほ巧を加えてさましたもの 
を混ぜ、»ごしずる。 

>器に@を盛0, ©をおかにそそざ入れ、ふたをずる。 

が 19 かた . 

1 大走めの巧に水カッフ3を入れ.ヒーターの中央にのせ， 
ヒーターを r ス J にし，义力を r 7 j にする。 

器を化べてふたをし、巧とラしてきた!3义力を r 3 j にし 
ての10分間巧し、ヒーターを「刚にしてお5分を日ず。 

〇巧し上びったら兰つ菜をのせ、ないところでいただく。 


下ごしらえ . 

参巧き巧とをしし、たけは、お 1 cm 巧に切る。 

• ねぎはあ5みじん切りに，グリーンピースは热湯をかけておく。 
むきえぴは苗わたを取 D 酒をふる。刑ま割0ほぐして巧を混ぜる。 

巧0かた . 

1 フライバンをヒーターの中巧にのせ、ヒーターを!■ス J にし、 
火力を r 7 j にずる。 

^サラ巧由を入れて巧し.がを入れて手早<かさ混ぜなが6 
半巧げ想のふんわりとしにい〇巧を巧 0. 取0出ず。 

J フライバンにラード1/■吕屋を入れ、义力 r 7 j で巧し.水気 
をきったむをえびをごつとげめて取0だし.巧りのラードを 
入れて，ねざ•生しいにけ • 解を巧の顆にがめて取 D 出す。 

4 フライ/じを义力巧 J で麻し、ヴラタ油を入れてごはんを 
ほぐしなが6巧め、2’3を加えてさ5に巧め、虽後に0で 
味を困える。 

ひとくちメち 

★义で UJ でじわじねゆめるとなつぼ<なるので、义 
方のでま旱くかめるとバラッとは上びります， 
★こはんは.あまり《いうちにめめると化りび化で、 

(ラッとな上ザらないので、さるなどに広けでち 
<巧免をとばしでおぎまず. 

★フライバンは、フツ巧拍ェのをのび巧げつかす、ゆ 
めやすいです。 


下ごしらえ . 

参な肉は 4 cm 長さに切り，0で下ほをつける。 

• えぴは背わたを取る。 

• 干ししいたけは、をどして3~4つのそざ切口にする。 
にんじん•たけのこは、一□大の巧切りにする。 

白巧は、白い部分をうすくそざ切り、再は一□大に切る。 
ねざは、斜め,寺切口にする。 

にんにく•しょうがは，みじん切りにずる。 

さやえんど5は、巧を巧り巧項でさっとゆでる。 

> ©でさわせ巧が巧を作る。@をさわせてお<。 

作0かた . 

1 フライ/じをヒーターの中則このせ.ヒーターを r 乂 J にし、 
乂力を口 J にずる。 

^フライ/ C ンにサラダな大さじ2を入れて巧し、にんにく’し 
ょうがを入れ、香りが出るまでけめ、巧肉をにげながら巧 
める。白っ I すくなった6えびを入れ、さっとけめ皿に盛る。 

。サラダ;巧大さじ1を加え、しいたけ•野更を入れで手早くな） 
め、ミ由をなじませて2•合わせ巧が巧を入れてひと混ぜずる。 
&たた口巧とうしたら®を加えて卜□ミをつけ、さやそん 
どラをが5し、ごま油を回し入れる。 






な科： 4 人せ — 34 0 kcal 【 i 人な) 

巧□ース巧【系切り）- 200邑 ごま巧 . かさじ2 

むきえび . 100自 A ( しょうがホ哺.かさじ怕 

干ししいたは . m ― "1 を . 

にんじん . 佑本 f 涅 . 大さじ2 

ゆでたけのこ . 100 g © 巧‘スープの巧•かさじ1 

白萬 . 挪 U . か力也 

ねぎ .10 cm 片巧巧 . 大さじ吕 

さやえんどう .16 ft げし K . 大さじ3 

にんにく’しょうび■…1片 
サラが ft . 大さじ3 






だヒーター■(クィックラジェントヒ-夕- } を使 I つた調巧例 



















































揚 I 了々（揚げ物湿度コント□—ル(ちヒーター）の巧いかた) 



かた 


12 3 4 5 6 7パイ,か 



骑 旧が 


切从 


弓 


勇巧 


11 強 

1 2 3 4 5 6 7 W ]- 


Ch スト左 ち 

■ — ■ • 


切从 


晒 


WA 


閣 

電骚 


な PH 技 结 

3 4 5 6 7 W 卜 r 112 3 4 5 6 7 , v パ- 


A 警告 


揚げ巧围巧中は本体からがれない 

火がの原因 



を逆臨 

■HU 


卜♦かずちヒーターの場け物思度コン!トロールを使用 
:し、巧馬の天ぶ5资で調理してください。 

■ミ由は日0 Og (0.56 L ) 未満では絶巧に請理しない 
I ； で< ださし、油壁は500目 （0. 曰 6 L ) 〜80 Og 
::. (0.9 L ) の範囲で便用してください。 

!. おび違った0油の分置びかないと.巧が過辣して 
!' 発火する恐れがあります。 

I また油のか室びをずざると，あふれてやけどや义 
!がの原因になります。 

i. •調ち中その場を難れるとさや謂理をは、かずお巧を 
：切り、巧をトッフフレートからおろして<ださい。 
i 電源を切ったをでをを熟で油温び上がりち険です。 


お 巧 

12 3 4 5 6 7，'，か;卜 

伽 


巧な•齡 r 音を•ま貫' 


切从 


イ 


トップフレートの 
忌温まちランフ 


•歌!^.. 


I 電源し 



なのような使いちをした場合、揚げ物銷そりお 
巧機能が街を、通電を停止ずる場合がありまず。 

(1) 结底びが) 2 mm じ1上そっていたり、変おし 
た绍を怔用した場を 

(2) 巧底やトッブブレートに異物や巧れが付着 
している場合 

(3) 予な中に;’巧をまぎ足した場合 

巧やトッププレートを確詔し、正しし、巧に取り 
替えたり、トッフフレートぞお手入れしてか5 
ご使用ください。 

また、 （3) の場合は、一度ヒーター切/入キーを 
押して揚げ物温度コント□—ルを r 切 J にして 
から、もう一度揚げ物温度コント □— ルを「入」 
にしてご使用ください。 





































































揚げ物の調理側 


巧の飛びお D を少な<ずるために 


巧料は必ず水気をふを取る 

•特にしいたけやビ ー7 ンなどは、水をび巧っていると 
柏 S ずることびありまず。 

いかやゆで班などは揚げずぎない 

争ち時な》けると面 S することザあ0まず。特に.けん 
すきいか-ずるめいかなどはな届しでくださし、 
•巧のかに«げちれザないか、ちじ巧田を。 

巧ゃを地作りにミ主意 

♦天/5^^の巧は固すぎなレよラに。 

氷分のぞい巧巧には、&す薄方巧を3くまぶしでから 
巧をつけでください。 

♦ドーナツなどの车脚こは、ベーキングバウダーやゆ糖 
を入れで掲げでください， 


、 


ノ 

し 

特に下ごし日えのお要な材料 

」 




热朔 . 

. 80 Og 

义け•♦••••••••••••ぃ 








il ぶの . 


巧 . 1眉 


作りかた . 

1 な巧は涅げやずいよラに準おしておく。 

< lw +/ ち水はルを尚と同獲にし，さつく 0と混ぜる。 

。天ぶ5细こ油ぞ乂れ，温な「1日 OJ に設定し.設淀思® 
になったら、巧巧-えびを揚ける。 


ひと<ちメ它 

★巧はだまが巧るぐらいにさつく 〇と扣るよ5じちだ、 
巧0を出さないよ〇にしまず。 

★泣の表面獲の1/2を目安に入れると，巧の互度が下 
がらプカ y ッと活か0ます。 

★ル*が （ S 力が）のかねりに、ホ巧の天ぶらがを 
巧クとま居にでぎまず， 

♦■お左な a は目安です。巧理のがなじさわせで苗定 
巧なを®由しで < ださい。 



下ごし6え . 

>活ちを巧は巧まで反を巧し、 4cm ちのそぎ切 D にしてポ 
-ルに入れ，©を加えでをでちみこみ 15~30 分おき. 
巧げるち前に巧わち巧のホなをべ 一 •バータオルで取り、 
が更かをを体にまぶしつける。 

參レモンは、くしおに切っておく。 

巧りかた . 

1 方リら巧に逆を入れ.窟度 n 7 oj に設定ずる。 

<1設定盘度になった6鶏をち巧を入れ、とをどを*あしな 
がら 3~4 分かけて揚げる。 


作0かた . 

1 恩巧は巧切りして、塩-こしょラをずる。 

ム恩肉にかをのぞまぶして、金分な紛をはたいて，巧•バ 
ン巧の顧につける。 

〇天ぶ日巧に油を入打、温度 ri フ 0 J に設をし、設定温度 
になつた百、2をそっと入れてをよく揚げる。 
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ぷ自動讚理メニューキーを巧ずごとに切り替わります。 


「解除」 


艇〇倘 


—スターの使いかた (自動調理) 
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—スターで焼く（自動調酬と加熱時間の目安) 


自動調理のこつ 


♦魚を讚巧する場合は、尾などの3い部分び焦げやすい 
ので、巧き巧の手前測に尾を巧けてくだごい。 


I J 丰前な I 

•悅巧にサラダ油などを塗ってお<と焼さ物び規おに巧 
着しにくく、取り出しやすくな0ます。 

•こげめのつを具合は魚の種類や大ささ、巧ののり具合， 
魚の温度、塩のふり加巧によって違います。様モを見 
なが日、さらに焼いてください。 

♦焼さが足りなかったときは.手動弱巧で様デを見なが 
5、ご弓に焼いてくだごい。 

♦生魚（ごんまやあじなど）は> おさ色がつきに<しので、 
が)10~20分前に塩を&っておをます。 

•ちホしてある魚は，よく解凍してびら焼い'てくたでい。 
魚の巧部びをたいため、中まで义び适りにく<巧き不 
足にな0ます。 

•しようゆやみ〇んなどのタレに演けに魚や、みそ.か 
す*けなどは「切身-ひちの」を還おし、巧をかげん 
を「弱」にして調理して<ださし、 


参をみ厚みのちるをは焼を巧を*返して男巧してく 
ださい。 

(無理に巧埋すると、燃えることがちります。） 




■こげめのつを具合は食品の種巧、大きさやなを巧 
應で鱼います。 

巧子を見なが!3規き上げでください。 

•巧巧のを晶を規くときは種類、大きご、厚さをそ 
ろネてくだ立い。 

•ルさいものや火の a りやずいものは、烧をすざに 
なります。 



<ご減> 

. スタードアは奥まで巧し込んで.確実に巧めてく 
ださい。 




渴 i 魚 


'□-スター ドア' 


川魚 


切身 


ひちの 


調 理 例 


さんま1〜4尾 
あじ！〜4尾 
いわし 
真期 

生にしん 
ちゆ 

にじまず 


鞋の切身 
さばの切身 

あじの開を 
さんまの開を 
ほっけの開さ 
かれいの一•巧干し 


加熱時間の目安 


しょうゆ清け ぶり 


みそ須け さね5 

巧 


I い尾りの 





巧の纖き標準 


14〜17巧 I 長さ約 23 cm 


鞋の塩焼を i 標準 4切 13-16 巧約日〇呂— 


あじの開き 標準 2巧 13〜1目分約16□邑 



■L 



.•受皿は、口ースタードアのとってを持って、止まるまでまっす 
ぐ裔かに引き出しでくだすい。 

♦水の■が多かったり、受皿を巧いよく引を出すと、中の水がこ 
ぽれることがありますのでごミち息ください。 

•連続してご巧巧になる巧合は、かず受皿の巧れを定れいにして 
か日行い、3分け上間盾をおいてください。 

•黄巧途中で□-スタードアを閱けないでください。上手に調 a 
でさません。 

•受皿に水 w かのもの（アルミホイル、クッキングペーパー，グ 
リル石など）を入れて使用しないでください。巧巧がほ巧され 
燃えることがありまず。 


毎回洗った受皿に 
:新しい水を入れる 


































































































ースター(手動調 S ) を使った調理例 


;;；! 励 1." 

!!瞬:; 

J 去韓:; i け!… 


も！!' 

III 伽丽都! j 


さがぎのがりんモレ 


巧巧： 4入せ 

90 kcaln 人巧} 

さんまのみ〇ん干し • - - * 

. 2 

巧 

大想おろし . 

. . 适 

• 


作0かた 


I 巧初に巧さ机ずん raj で表巧（きが）を3-日巧抵く。 

^巧返して、ごらにおをかげん r 西 J で»巧！（巧巧）を1 
〜2淵く。 

ぶ•生み口ん干しの巧さは ran で調理してください。 

r "こんな魚のときは > 1 


厚みのある魚は 

表面び巧げやずいので、 
»さはか: m な下にしでく 
ださい。 



加熱ずると反るものは 

いかなどは切り目を入れ、 
大さなちのはの0おけまず。 
おなこなどは巧まを近し 


东9。 

を 




己. iif を-.。_ 


laii 變 


焼きし、ち(焼きじゃびいち) 


巧な 250 kcal ( i 本分 > 

さつまいを（直语 3 cmW 下のもの） • 3〜4本 


巧りかた 


I ごつまいらを巧い、紙田の上にのせ、規きかげん r 面 J 
で1已~吕0韻く。 

あして、さらに诏きかげん 円 SJ で1日~20分巧く。 


ひと <ぢメ€ 

★さつまいをび义い毋さは、たで半巧じのると同じ 
よラに規けまず。 

じゃびいをを、さつまいをとおなじ巧りかたで席 
'けまずのでおためしください。 

★の0□にサラブ巧をめつでから規くと、のり□の 
巧!#を巧 f ブまず。 



..il III いん 



作りかた . 

1 なずは，がくの分かれたところにぐる0と切れ目を入れる。 

^表面にサラダ巧をめり' 規巧の上にのな.巧きかげん rati 
で8~9分規く。 

Os 度して、さ5に巧きかげん raj で8〜9分規く。 

4を水にと D 巧をむさ、食べやすい大きさに切 0. 器に盛 
りつけて，しよラがじよ5ゆをぷネる。 



焼きピーマシがマリネ i 



作りかた . 

1 ピーマンは半分に切0,へた•苗を取る。 

巧の部分にサラダ巧をめる。 

左!規巧の上にのは、麻さかげん rsu で1〇~】5分巧が黒 
くなるまで焼く。 

〇焼をおがった5ち水に巧り，巧をむ定、細切りにする。 

4 王ねぎは巧く切って水にご日し、水気を巧る。 

〇 3-4^. ドレッシングでおえる。 



いかのみそ養け焼き 


I 材 巧； 1 巧 ISOkcaIn 巧分） 

いかのみそ巧け . 1巧 

作りかた . 

1 »初に規さかげん rati でき拥を7〜日分焼く。 

返して，さ5に焼をかげん raj で*邸を7〜8巧規く。 
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お手入れ 


A ま意 


参おず ち ミ届を切0、 本な; が十分に冷えたことをなかめ 
てか5行つてください。 

•3 めた台巧用洗剤（中な）は巧用しないでぐださい。 
(をを、ち化の原因） 


♦ベンジン、シンナー、みがき巧などは巧冉しないでください。 
•の，が気□に水が入己ないよう，ごま意ください。 
•いつまでら秩 a にご巧巧いただくためには、曰頃の 
お手入れが大切でず。 



③トッププレート 


■絞ったふきんでよくふさとり、そのを巧いたふきんでか5ぶをずる。 


トップフ レー ト 



♦煮こぼれなどは.そのままにしておくとこびりついて取れなくなりまず。ご使用のたび、こまめにお手入れしてく 
ださい。か盾の原因にな0まず。 


■巧れのひどいときは台所用洗剤仲性）を巧に直接つけてふきとり、もう一度絞ったふきん、 
乾いたふきんの版でふいて < ださい。 



①排気カバー 


■本化か5が気カバーをがし、巧めた台所 
用洗剤(中性)とスボンジでミホう。 

•たわしやみがをがは话わないでください。 

•お手入れをはおず本がにセツトしてください。 


® 操作パネル 


■をいたふきんでふく。 

•たわしなどの固いをのでふくと、巧びつくので皮ね 
ないで < ださし、。 

♦ベンジンやシンナーは巧巧に ffi わないでください。 
•水にめ5さないでください。 

巧ちの原因になります。 


天ぷ5錦（付属品) 


1薄めた台所用洗剤(中性)とお湯で洗う。 

•たわしやみがをが（クレンヴー）は巧用しないでくだ 
さレ。 

2巧廈やが側の異物や巧れをとる。 

■巧れがこびりついたまま便5と、油漏を正しくコン 
卜□—ルでさないことがあ D まず。 

また，場げもの纪そり検巧巧能が街を、通巧を博止 
ずることがありまず。 

3 洗い終わった日水気 
を切り、をいた5巧 
側に程く食用油をめ 
0まず。 

&巧用した油は別の容器に移してな营します。 




ホセラ S ックガラストップクりーナーなどをお巧いになる 
とテフ□ンろリアコートや表面の巧面まで一巧に磨巧ず 
る場ちがちりまず。 

&左ヒーター（クイックラジェントヒーター ） の巧分には 
テフ□ン—クリアコートをしていませんので、こびりつを 
がひどい坦さはたラミックガラストップク U - •ナーなど 
をお使いください。 


左ヒーター 

(クイックラジェントヒーター） 
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■ま皿を取り出し、庫内のミがちれをふきとりまず。 

ぷ巧ったふをんで軽くがさ巧って<ださい。 

9くふきまずと、蜜装が巧むことがありまずのでごま意 
<ださい。 























こんなとをは 


故障かなと思った5、次のことをお調べください。 


通電しない。 


■専巧回おのブレーカーが落ちていませんか。 

. •ブレーカーをあげてください。 

■差込プラグがき用コンセントに正し<差し込まれていまずか。 
参否巧スイッチび「切」になつていませんか。 

■巧源スイッチを「入 j にしてください。 

•ヒーター切/入キーを約1巧間巧しましたか。 

•ヒーター切/入キーを巧1巧間巧して < ださし、。 


各ヒーターの入/巧キーのチェック : i 
;〔通單ランプ点口） ：； H 


S おスイッチのチェック 
(電源ランプ点口） 



巧図はちヒー■ターをを思した場合 


ち ヒーターの 义力び弱くなる。 


左ヒーターの义力が上が日ない。 


♦巧め巧調理などを行ラと、巧底温度び異巧に上び0、自動的に义力をコ 
ント□-ルする場合がありまず。洁度が下がると自拉的に义力が強くな 
るので.そのままご巧用ください。 

•巧底の材質(磁石のつさがおい巧、お石のつかない巧.アル5になな体 
をなけけた结）によって火力が弱<なる場合がありますが、巧障ではあ 
りません。 

♦左ちヒーター、□-スターを同時に巧っている。 （39 ページ参お） 
•□-スターを巧つている。 （39 ぺージ参お） 


ちヒーターの 义力表示ランプ 
が4ケづつ交边こ点なし、巧30 
秒沿こミ肖口した。 


•裝をのせでいまずか。 

• IH ヒーターに適した巧を植用していますか。 (1 0ぺージ参照） 


弱 

巧 


弱 


巧 

12 3 4 5 6 

m m 

7 M ハト . 

■靡 

林 

1 ; 

■ 1 

! 3 4ミ 

1 ■麵 

i 6 7 M の- 


トツブプレートの高温ま意ラン 
プび点滅ずる。 


义力表示ランフげ交宜になな 

•巧理を、トツフフレート表面の通度びお sot ; け下になるまで离温ま患 
ランフが点巧しまずが巧おではあ0ません。 （9 ベージをお） 

る活注意ランプな孩 


あ図は左ヒ，夕一を性用した場合 



巧 

3 4 5 6 7 M か 

■麵 ■ ■ 窗 ft 


あ说き巧身‘ Ot 巧 

■ - ■ 

1 ;., 诗- M 


弱 结 

1 2 3 4 5 6 7 かか 

藝麵疆■義 > 誦 


ちヒーターの义力表示が1ヶづ■使用中に巧を対していませんか。 

つ厢をりに点巧する。 ■使用中に巧巧大•きくずらしてし、ませんか。 


疫用途中にヒーターの通電び 
停止した。 


使用を吼こ停窜になった。 


火力表おランフが1ヶづつな灯。 

♦切りちれ防止巧能が巧いています。 

をヒーターに…を時間経遇ずると自動のに通否を停止ずる、切0忘打巧 
止な能び設けられてし1ます。 

♦左ちヒーターはが H 時間 

■□-スタ ー( 手巧罰巧)はめ2□分 

巧り忘れ巧止な能が曲いた時はブヴーでお巧らせしまず。 

らう一度、ヒータ ー r 入」操作よ0治めてください。 

■通巧やのヒーターは径止し、タイマーも巧0消されます。 

•堀原スイッチを「切 J にし、もう一度操作を巧めから巧ってください。 

(巧巧スイッチ r 入 J か日始めてくださし、） 

♦巧時の巧巧でも巧止しまず。 


左むヒーターでの調理に時間 •巧底に異物び付)#していたり、トツフフレートがミちれていませんか。 
がかかる *18 やトツフブレートのお手入れをしてご巧用ください。 

の〜 ■一ん…一…、 •ヒーターに适した巧を使用していますか。 （10 ベージ参照） 

围理のでさあか〇れ遅し、 •ヒ-夕-に直した巧を麟してください。 


わヒ—ター巧用中に锅から音 •巧の巧翔こよって、音（ジー音)が発をずる場合があります。 

ぜずる これは巧力樹こより巧自体がお®ずるためで、異巧ではあ0ません。 

° * 巧の位*をず5したり、 S を直したりずると音が止まることがあります。 

蛋源スイッチを「切 J にしてを •本体の部のち巧のために.ファンがを大お2巧巧回っていまず。異常で 
音がホる。 I ま® D 郎ん. g 細口； T ン Bit ま t ) ます ■> 

n — スターの巧さわん ラ* ノ •巧理を、□-スター巧の盈度が窩温の場さ、巧 2 分巧巧をかげんランブ 
ブ hi 占 ぉ《 ず S び点沼しまずが巧巧ではちりまだん。また、焼きかげんランフがな巧中 

Wn は、涅巧スイッチを「切 J にしてをフアンが回 D まず。 （8 ページ#お） 


ちヒーターび 調理中についた 
り消えたりする。 


巧をかげんランフが点巧 

>トッププレートの溫度の上び D 巧ぞぞ防ぐためで、巧巧ではありません。 

*巧あに約 1 mm 山上の凹凸（そりや脚）びあったりヒーター経よりかさ 
い巧を怔用していませんか。 （10 ベージ参巧） 




















こんなとさは（つづさ) 


次の表示がでたとき 


[がにが障や異常が発をしたとをは、ブザーを鳴5してヒーターの巧電ぞ停止し、時間表示ランフにエラー 
I ちし、义力表示ランフまたは焼をかげんランプを点巧してお巧5せしまず。 

表お例 I 巧 態 I の担および現べるところ 






ちヒータ—使巧時、 
义力表示ランプが 
ななずる。 


提げ巧通度コント 
□ール使巧時、乂 
力ま示ランプが点 
巧ずる。 


左ヒーター使用時、 
义力表示ランフが 
点巧する。 

ちヒーター巧用時、 
乂力まちランプが 
点巧ずる。 

口…スター使用時. 
規さかげんランブ 
が点沒する。 

ちヒ—夕—巧用時、 
义力ま示ランブが 
ずる。 

口ースター巧巧時、 
巧さかげんランプ 




•资ほがをおしていに0、 

空だをになつでいまず。 

•げめもの調理を巧なうと 
表示する場合びありまず。 


をしてください。 
(10 ページを照） 

•乂力を下げて巧巧して 
ください。 


お な 

1 2 3 4 5 6 7、ィ)か 

禱壽 ■ 


I ■専用の天ぷ5巧の底に巧、♦そりや変おびある場合 
: 2 mmW 上のそりがあつ P は巧しい巧をご巧意く 
:た0巧おしている。 ださし、。 

I 参 専用の天ぷら巧の底や ^ ■異巧や巧れの場合は. 
トツフフレートに異物や P お手入れをしてください。 
巧れがけちしている。 （32 ページをお） 

•き用の天ぷら巧 W 州の巧^ ♦巧用の天ぶら巧を使戶 
を使用している。 W してください。 

•為巧かしなどの讀理をすると表示することがありまず。 


► ♦そりや変おびある場合 
は巧しい巧をご巧意く 
ださし、。 

► ■異巧や巧れの場合は、 
お手入れをしてくださし、 
(32 ページをお） 

^♦巧用の天ぶら巧を使用 
W してください。 


お な 

12 3 4 5 6 7 


面 な 

12 3 4 5 6 7:|ィ.|卜| 


丸巧きにき，ひも C 
■ ^~~^ • 

お な 


4 5 6 7ィ-.卜 


み規き边き•ひ i の 


>排気 カバーに ほこりがた 
まつでいる。 


H まこりをふきとつてく 
ださし、。 

(32 ページを照） 


>排気カバーがふごがれて^ •がおカパーをふさがな 
いる。 F りでください。 


•巧の種類が違っていまず。 •巧の涅類を確密してく 

> ださい。 

^ (10 ページ参お） 


• gnni こが)みっていません。、^ ♦受皿に水を入れでくだ 


ち な 


表示が出たとさは••- 

① 表示が出たとさは、表示が出たところのヒーター切/入キーまたは口一•スター切/入キーを押してください。 I 

表おが解除されミ肖口しまず。 I 

② 再度通坦ぞ巧ない、同じエラーまおび出たら、エラー表示するヒーターはを用しないで、お買い上げの販売店にご連お I 

ください。 1 

③ その他のエラーミ示（例えば«^> !、化？ S 、 み?8、 H (? b 、 H 日•*、 HGS ， 〔白 J など）り;表あした場さもエラー 
表示するヒーターは使用しないで、お貫い上げの眼壳店にご連絡ください。 


3 


HT -32 CB 


巧 巧 

単相20 0 V (百 0-60 HZ 兵用） 



立900 W 


右ヒーター 

2.500 W (100 W 相当一2.500 W 8段階乂力調節） 

消黃巧力 

左ヒ—夕'— 

2.000 W (100 W ~2.000 W 7お階义力調節） 


□-スター 

1.200 W (900 W 相当、1.200 W 2段階乂力ぉ節） 


待な時 S 力 

0.05 WU 下（运混スイッチ f 切 J のげ態） 

コードの長さ 

2,0 mm 2 3なキャブタイヤケーブル 0.63 m 

差込フラグ 

吕50—吕 0 A (接地極二)さ） 

大きさ 

本 化 

幅590巧行己03葛さ180 Cmm 3 

□ースター 

巧240巧巧354 高さ90 ( mm ] 

貞量（重ご） 

約1瓦 5 kg 


るヒーターの同時使用の巧みるわせ例 


このクッキングヒーターは. 3つのヒーターを同時に使用ずることびできますが、ヒーターの合計消費ち力を390 0 W に 
巧]えるため、左ヒーターの义力を目巧的に下げて調をしまず。また、□-スターを使用した場台ち在ヒーターの义力を自 
動的に下げまず。 

























